
 

 
 

 

 

 

 

 

横浜市立井土ケ谷小学校が「学校給食優良学校」として 

文部科学大臣表彰を受けました！ 
文部科学省では、学校給食の普及と充実を図るため、その実施に関し、優秀な成果をあげた

学校及び共同調理場を「学校給食優良学校等」として、並びに、個人及び団体を「学校給食功

労者」として、毎年表彰しています。 

このたび、横浜市立井土ケ谷小学校（横浜市南区井土ケ谷上町２－１）が「学校給食優良学

校」として文部科学大臣表彰を受けました。なお、今年度は全国で井土ケ谷小学校を含む９校が

「学校給食優良学校」の表彰を受けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

８月１日（木）開催の「全国学校給食・栄養教諭

等研究協議大会（主催：文部科学省等）」において

表彰式が行われました。また、今回の表彰を受け

て、９月３日（火）に行われた教育長との懇談の中

で、井土ケ谷小学校の取組や成果について報告され

ました。 
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【参考】次のホームページに今年度の被表彰者一覧等が掲載されています。 
○文部科学省ホームページ「令和６年度学校給食表彰について」 

https://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/2024/1421969_00001.htm 
 

お問合せ先 

教育委員会事務局健康教育・食育課担当課長   楢﨑 佳代子  Tel  045-671-3687 

令 和 ６ 年 ９ 月 ４ 日 
教育委員会事務局健康教育・食育課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

井土ケ谷小学校では、校長のリーダーシップのもと、栄養教諭を中核とし、日々の食に関す

る指導の推進、安全な給食の運営に取り組んでいます。教科等における食に関する指導の推進

では、低・中・高学年と系統立てて、給食を生きた教材とした学びを積み重ねられるように工

夫しています。具体的には、地産地消の取組における穴子の天ぷらなど独自の献立の作成や、

そらまめやトウモロコシの皮むきといった児童の体験活動を行うことで給食と関連付けてい

ます。他にも、紫キャベツのゼリーを提供し、レモン汁による色の変化を確かめるなど、理科

の研究校である特色を生かした独自の取組を実施しています。 

今回、こうした取組を継続して行っている点が認められ、文部科学大臣表彰を受けることと

なりました。 


